
行
っ
て
お
り
、
所
期
の
目
的

を
達
成
し
た
た
め
埋
め
戻
す

の
に
対
し
て
、
幌
延
で
は
、

地
層
科
学
研
究
と
地
層
処
分

研
究
開
発
の
両
方
を
行
っ
て

お
り
、
地
層
科
学
研
究
は
、

ほ
ぼ
終
了
し
た
が
、
地
層
処

分
研
究
開
発
は
継
続
が
必
要

で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
関
連

す
る
地
層
科
学
研
究
も
一
部

継
続
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

「
妥
当
性
」

○
研
究
計
画
案
と
当
初
計
画
の

範
囲
の
関
係
に
つ
い
て

・
当
初
計
画
の
研
究
で
は
、
三

つ
の
必
須
の
課
題
に
重
点
を

お
い
て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、

研
究
計
画
案
の
研
究
も
三
つ

の
必
須
の
課
題
の
範
囲
内
で

行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
、
い
ず
れ
の
研
究
も
放
射

性
廃
棄
物
を
持
ち
込
ま
な
い

研
究
で
あ
る
こ
と
。

・
こ
の
こ
と
か
ら
、
研
究
計
画

案
は
、
新
た
な
研
究
計
画
で

は
な
く
、
研
究
期
間
の
延
長

で
あ
り
、
三
者
協
定
第
７
条

に
基
づ
く
、
研
究
計
画
の
内

容
の
変
更
の
対
象
と
な
る
こ

と
。

〇
研
究
期
間
に
つ
い
て

・
令
和
２
年
度
以
降
の
研
究
は
、

第
３
期
及
び
第
４
期
中
長
期

目
標
期
間
を
通
じ
て
、
技
術

基
盤
の
整
備
の
完
了
が
確
認

さ
れ
る
よ
う
進
め
る
こ
と
。

・
令
和
２
年
度
以
降
の
幌
延
深

地
層
研
究
計
画
（
案
）
に
記

さ
れ
て
い
る
第
４
期
中
長
期

目
標
期
間
は
、
令
和
４
年
度

か
ら
令
和
1０
年
度
で
あ
る
こ

と
。

○
研
究
終
了
ま
で
の
工
程
と
そ

の
後
の
埋
め
戻
し
に
つ
い
て

・
原
子
力
機
構
が
第
３
期
中
長

期
計
画
の
中
で
、「
平
成
３1

年
度
末
ま
で
に
研
究
終
了
ま

で
の
工
程
や
そ
の
後
の
埋
め

戻
し
に
つ
い
て
決
定
す
る
」

と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
研
究
計
画
案
に
「
こ
れ

ら
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
以
降
、
第
３
期

及
び
第
４
期
中
長
期
目
標
期

間
を
目
途
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
上
で
、
国
内
外
の
技
術

動
向
を
踏
ま
え
て
、
地
層
処

分
の
技
術
基
盤
の
整
備
の
完

了
が
確
認
で
き
れ
ば
、
埋
め

戻
し
を
行
う
こ
と
を
具
体
的

工
程
と
し
て
示
し
ま
す
」
と

示
し
て
い
る
こ
と
。

・
令
和
２
年
度
以
降
の
研
究
は
、

第
３
期
及
び
第
４
期
中
長
期

目
標
期
間
を
通
じ
て
、
技
術

基
盤
の
整
備
の
完
了
が
確
認

さ
れ
る
よ
う
進
め
る
こ
と
。

・
第
４
期
中
長
期
目
標
期
間
で

技
術
基
盤
の
整
備
の
完
了
が

確
認
で
き
た
場
合
に
は
、
研

究
を
終
了
す
る
こ
と
。

・「
技
術
基
盤
の
整
備
の
完
了
」

と
は
、
幌
延
深
地
層
研
究
セ

ン
タ
ー
の
地
下
施
設
に
お
い

て
、
調
査
技
術
や
モ
デ
ル
化

・
解
析
技
術
が
実
際
の
地
質

環
境
に
適
用
し
て
、
そ
の
有

効
性
が
示
さ
れ
た
状
態
を
意

味
す
る
こ
と
。

・「
地
層
処
分
の
技
術
基
盤
の

整
備
の
完
了
が
確
認
で
き
れ

ば
」
と
は
、
国
や
原
子
力
機

構
の
外
部
評
価
委
員
会
等
で
、

外
部
専
門
家
に
よ
り
確
認
が

行
わ
れ
る
も
の
と
想
定
し
て

い
る
こ
と
。

・
仮
に
、
技
術
基
盤
の
整
備
の

完
了
が
確
認
で
き
ず
、
研
究

を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
場

合
に
は
、
原
子
力
機
構
は
、

改
め
て
、
計
画
変
更
の
協
議

を
申
し
入
れ
る
が
、
協
議
が

整
わ
な
け
れ
ば
計
画
は
変
更

で
き
ず
、
第
４
期
中
長
期
目

標
期
間
で
終
了
す
る
こ
と
。

・「
埋
め
戻
し
を
行
う
こ
と
を

具
体
的
工
程
と
し
て
示
す
」

の
「
具
体
的
工
程
」
と
は
、

施
工
方
法
、
作
業
手
順
、
期

間
等
で
あ
る
こ
と
。

・
研
究
計
画
案
の
「
処
分
概
念

オ
プ
シ
ョ
ン
の
実
証
」
に
記

載
し
た
実
証
試
験
以
外
の
立

坑
な
ど
の
埋
め
戻
し
は
、
本

研
究
計
画
案
で
は
、
研
究
対

象
と
し
て
い
な
い
こ
と
。

○
深
度
５
０
０
ｍ
で
の
研
究
に

つ
い
て

　
第
３
期
及
び
第
４
期
中
長
期

目
標
期
間
に
お
い
て
、
３
５
０

ｍ
調
査
坑
道
で
各
研
究
に
取
り

組
む
中
で
、
深
度
５
０
０
ｍ
で

も
研
究
を
行
う
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
た
場
合
に
は
、
５
０
０
ｍ

の
掘
削
を
判
断
す
る
こ
と
。

○
施
設
の
安
全
確
保
対
策
に
つ

い
て

　
設
置
し
て
か
ら
長
期
間
が
経

過
し
て
い
る
機
械
や
設
備
に
つ

い
て
は
、
更
新
や
補
修
の
計
画

を
立
て
て
、
計
画
的
に
更
新
作

業
や
補
修
作
業
を
実
施
す
る
こ

と
。「

三
者
協
定
と
の
整
合
性
」

○
放
射
性
核
種
の
持
ち
込
み
に

つ
い
て

　
三
者
協
定
を
遵
守
し
、
放
射

性
廃
棄
物
を
持
ち
込
ま
ず
、
ま

た
、
放
射
性
核
種
を
利
用
し
な

く
て
も
、
有
効
な
デ
ー
タ
を
取

得
で
き
る
こ
と
。

○
国
内
外
の
関
係
機
関
の
資
金

や
人
材
の
活
用
に
つ
い
て

・「
国
内
外
の
関
係
機
関
の
資

金
や
人
材
の
活
用
」
の
国
内

外
の
関
係
機
関
に
は
、
現
時

点
で
具
体
的
な
計
画
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
最
終
処

分
事
業
を
行
う
実
施
主
体
で

あ
る
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
も
想
定
し
得

る
こ
と
。

・
仮
に
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
資
金
や
人
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